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Abstract

Littoral and  riparian zones make  a typical ecotone between  terrestrial and  pelegial or running-water

habitats. Concerning  to the  characteristics and  conservation  of the environment  of  these zones, the

following subjects are outlined and  discussed.

(1) The  natural environment  of littoral zone. (2) Vegetations  in littoral zone. (3) Ecological functions

of littoral vegetations. (4)  Fish  habitat  and  littoral vegetations. (5)  Avian  habitat  and  littoral

vegetations. (6) Dragonfly  habitat and  littoral vegetations. (7) Food  plants of lepidopteran larvae and

riparian vegetations. (8)  Water-quality  conservation  and  littoral and  riparian  vegetations. (9)  The

waterside  landscape  and  littoral vegetations. (10) Causes  of recent destruction of littoral vegetations in

Japan. (11)  Problems  in the conservation  of natural environment  of littoral zone. (12)  Restoration  of

littoral vegetations.
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は じ め に

湖沼や河川下流部の沿岸帯は, 陸域と水域をつ

なぐ推移帯(ecotone) として, 動物群集 に多様

な生息場所を提供するとともに, 変化に富んだ地

域景観をつくる上でも重要な地帯である. 植生を

中心に, 沿岸帯自然環境の構造と機能, およびそ

の保全について概説する.

1. 沿岸帯の自然環境

植物の生育場所や, 魚類, 貝類, 昆虫類, 両生

類, 鳥類などの生息場所として湖沼や河川下流部

の水辺を考える場合には, 陸水学でいう“沿岸帯"

お よびこれに隣接する陸域を対象にするのが適当

で あ る. “沿 岸 帯"(littoral zone) につ い て,

Wetzel  (1975) はHutchinson  (1967) の見解を

引用して次のように定義している( 図1).

「真沿岸帯は季節的に現われる最高水位と最低

水位の時の湖岸線の間の地帯を指し, 常に波しぶ

きをかむっている部分である. その外側( 沖狽q)

に位置する外沿岸帯は, 上部外沿岸帯 または抽水

植物帯, 中部外沿岸帯 または浮葉植物帯, および

下部外沿岸帯 または沈水植物帯に区分される. こ

のような真沿岸帯と外沿岸帯とが一体となって沿

岸帯 を構成する.」

すなわち, 沿岸帯というのは, 高水位の時の水

際線から湖内の沈水植物帯の最深部までの地帯で

あり, 沖積地にある湖や湖岸に多少とも沖積地形

*この報文は、人と自然の博物館の公開シンポジウム「人と河川一共存に向けて」の講演をもとに加筆したものである.



図1. 自然湖岸帯の生態的区分(Wetzel, 1975 により描0.

Fig.  1. Ecological  zonation  of the lakeshore  (after Wetzel, 1975)

図2. 沖積地形の自然湖岸に発達する

多様な生活形をもつ植物.

Fig. 2. Plant communities of diverse

life forms  developed  on  the  alluvial

lakeshore.

をもつ湖では, 水際線をはさんで緩傾斜の幅広い

沿岸帯が形成され,後で述べるように環境諸条件,

特に水条件の変化に富んだ生育地に特有の, さま

ざまな生活形をもつ槓物の群落が発達する. 図2

は, このような植物群落が典型的に発達している

沿岸帯の断面を, 模式的に示したものである.

図2 に示したような沿岸帯は, どこの湖岸にも

みられるとは隕らない. 湖岸線付近の地形が急な

ほどその規模は貧弱になり,崖や岩礁の湖岸では,

水中の植生を欠く場合が多い. また, 湖が大きく

て風の吹送距離が長く, 強い波が打ち寄せる湖岸

や, 流入河川の影響などで絶えず砂礫の移動があ

る湖岸では, 緩傾斜の地形であっても湖岸線付近

の植生は発達せず, 砂や小石の浜になる.

しかしわが国で, 人間の生活や産業活動などと

関係が深い地域にある湖では, 現在は湖岸改修な

どによってそれが失われているにしても, もとも

と図2 のような湖岸形態をもっていた湖が多く,

このような沿岸帯の生態的な構造とその機能は,

湖岸だけでなく河岸も含めて, 水辺の自然環境の

保護・保全や復元を考える場合のよりどころとな

るものである.

生態学では, 沿岸帯のように二つの性質の異

なった環境が隣接し, その間に環境諸条件の傾斜



図3. 沿岸帯エコトーンにおける環境諸条件と生物群落の

移りゅきを示す概念図.

Fig. 3. Transition of environmental conditions and  biotic

communities in a littoral ecotone.

やヽ, それに伴う植物群落, 動物群集の移りゆきが

みられるような地帯 を, エコトーン(ecotone,

推移帯または移行帯) と呼んでいる. エコトーン

では, 変化に富んだ環境条件が, 多様な生活形ま

たは種からなる植物の群落や動物の群集の生存を

可能にしているが, 沿岸帯はまさにエコトーンの

典型である. 図3 は沿岸帯エコトーンの特性を概

念的に示したものである.

2. 沿岸帯の植物

図2 のように, 湖の沿岸帯の植物群落は, その

生活形によって5 つの部分に分けられる. さらに

図には描かれていないが, 浮漂植物を加えると,

狭い地域であるにもかかわらず, 沿岸帯には6 つ

の異なった生活形の檳物がみられることになる.

これらの植物の局所的な分布を支配している環境

の主な要因は土壌水分と水深であり, この地帯の

環境が変化に富んでいることをよく示している.

以下, 湖岸帯にみられるそれぞれの生活形につ

いて, 代表的な種と, 生態学的およびその他の特

性のあらましを説明する.

(り水辺林

水辺林というのは, 沿岸帯からその内側(陸側)

にかけて生育する木本植物の群落の通称であり

(図4), 水際線の近くにあって根系の多くの部

分が地下水位より深部にまで分布している軟木帯

と, それより高い土地に生育して根系の大部分が

地下水位より上に分布する硬木帯に分けることが

ある. このうち軟木帯の樹木は, しばしば湿生植

物帯の草本群落と混生している. 次は, わが国に

みられるそれぞれの主な樹種の例である.

軟木帯: ヤナギ類, ハンノキ, 卞ロノキ, ウメ

モドキ, カンボク, ノリウツギなど.

硬木帯: ハルニレ, ヤチダモ,カラコギカエデ.

サワグルミ, エノキ, コナラなど.

これらのうち湖や河川の水辺に生育するヤナギ

類には多くの種類があり, 乱心 属( ヤナギ属)

に属する種のほとんどは, 挿木繁殖が容易で, 成

長と再生力が旺盛であり, また細かい根が密に発

達した根系をもち, 低木~亜高木性の種( ネコヤ

ナギ, イヌコリヤナギ, カワヤナギ, タチヤナギ,

キヌヤナギ, など) は地上部も柔軟なので, いわ

ゆる植生護岸などに用いられる有用な木本植物で

ある.

水辺林は地表の草本植物群落とともに, 陸地か

らの面的な汚濁源の流入を防ぎ, 枝が水面に影を

落して魚のかくれ場をつくり, また水面にのびた

枝葉から落下する陸生昆虫は魚の餌になる. さら

に,水中に供給される落ち葉やそのデトリタスは,

水生昆虫や底生動物にすみ場や食物を提供する.

そのほかに水辺の陸上の林は, 野鳥に餌, 営巣場

図4. 水 辺 林.

Fig. 4. The waterside grove.



所, およびねぐらを提供し, またホタルやトンボ

類にとっても, 成虫のかくれ場や採餌場所( トン

ボ類) として役立っている.

水辺林は, 種の構成においても, また高木から

低木までの階層構造においても, 多様なほど生物

のすみ場としてすぐれている. またこのような水

辺林は, 後述のように, 人々に安らぎを与える水

辺の景観をつくり出す主役でもある.

(ii)湿生植物帯

水際線に近い地下水位の高い陸地には, 湿生植

物の群落が発達する. この湿生植物帯には, 前記

のように, しばしばヤナギ類, ハンノキ, ノリウ

ツギのような軟木帯の樹木が混生することがあ

る. 洪水や埋め立てその他の土木工事によって新

たにできた湿った裸地には, イヌビエ, ケイヌビ

エ, サヤヌカグサ, アメリカセンダングサ, ミゾ

ソバなどが優占するが, しばらく経過すると, 次

第にヨシやガマ, あるいはスゲ類, ヒメシダなど

が優占する群落に遷移していく. また多少地面が

高い乾いた場所には, オギやセイタカアワダチソ

ウなどが優占する. ヨシ群落は, 最も地下水位の

高い水際付近を占めるのがふつうで, そのまま水

中の群落に移行する場合が多い.

湿生植物群落には, スゲ類やヨシのほか, 立地

の環境条件や安定度によっては, アヤメ, ミソハ

ギ, リュウキンカ, ミズバショウ, サワオグルマ,

ワスレナグサなどのような美しい花をつける植物

も生育し, 人々の目を楽しませる.

水域を取り巻く湿生植物帯は,水辺林とともに

周囲の陸域からの汚濁質の流入を阻止するほか,

高水時の波による湖岸帯の侵食を防ぐはたらきも

ある.

湿生植物帯はまた, 動物の生息環境としても大

切な役割をもっている. 水際の湿地の草むらは,

トンボやホタルの羽化の場所, さまざまな昆虫・

小動物のすみ場となり, また水辺のやや規模の大

きなヨシ原では水鳥が繁殖する. さらに湿地や陸

部にひろがる広いヨシ・オギの草原は野鳥の営巣

地や集団ねぐらとして利用される.

纐抽水植物帯

抽水植物は, 水底の土に根をはり, 茎や葉を木

面上に出す植物で, ヨシ, マコモ, ヒメガマなど

がその代表である( 図5). このほか, わが国で

はあまり大きな群落はみられないが,フトイ,ショ

ウブ, ミクリなども広く分布している. サンカク

イ, カンガレイ, コウホネ, ミツガシワなども丈

の低い抽水植物である.

抽水植物群落は, その水中に沈んでいる部分の

体表につく付着生物の群集や, 群落内に生息する

巻き貝類など小動物のはたらきをとおして, 有機

物の分解, 栄養塩の吸収など, 湖水の浄化にも寄

与している.

抽水植物群落が生える湖の沿岸帯は, 魚類, エ

ビ類, 両生類, トンボなどが産卵し, その子供が

育つ場所として,特に大切な役割を果たしている.

ヨシは, 大型抽水植物の中でも分布が広く, そ

の群落の生態的なはたらき, 護岸作用, 資源供給

などの面からみて, 特に重要である. しかしその

群落面積は, 近年急速に減少している.

(㈲浮葉植物帯

浮葉植物は, ヒシ類, アサザ, ジュンサイなど

のように, 底土に根をはり水面に葉を浮かべる植

物で, その群落は, 魚類, エビ類, 両生類, トン

ボ類などの産卵や, その子供が育つ場所として重

要である( 図6). またこのような植物は, 水中

に沈んでいる部分の表面や付着生物によって, プ

ランクトンの増殖の原因となる栄養塩を湖水から

吸収するほか, 水面をおおう葉が水中への日光の

透過をさえぎって, 植物プランクトンの増殖を抑

制する. 富栄養化した湖における浮葉植物のこの

ような役割は, 全湖面積に対する沿岸帯面積の比

が大きい湖ほど, 相対的に大きくなる.

図5. 抽水植物, ヨシの水中群落.

Fig.  5. Emerged  communities  of reed, Phragmites  australis.



図6. 浮葉植物, アサザの群落.

Fig. 6. Community  of  floating-leaved plant, Nymphoides

peltata.

図7. 沈水植物, リ ュウノヒゲモの群落.

Fig. 7. Community  of  submerged  plant, Potamogeton

pectinatus.

浮葉植物の中で, ヒツジグサやアサザは美しい

花をつけ, またビシの実や粘液質におおわれた

ジュンサイの若芽は,食用野草として珍重される.

オニバスの生育地は近年激減している.

川沈水植物帯

沈水植物は, エビモ, ササバモ, セキショウモ,

コカナダモなどのように, 水底の土に根をはり,

茎や葉などの栄養器官もすべて水面下にある植物

の一群である( 図7). 花は水面上で咲くものが

多い. これらは他の生活形の群落の中に混生する

こともあるが, 沿岸帯の植物群落の最先端( 最深

部) に生育することが多く, その分布限界の水深

は, おおむね沖帯の補償深度に相当する.

沈水植物の群落もまた, すでに述べた2 つの生

活形の水生植物と同じように, 水質浄化や沿岸帯

の動物群集の生息に役立っているが, 生育できる

限界水深は, 湖水の透明度の低下によって制限さ

れ, アオコが大発生するような湖では, 種類が減

少するばかりでなく生育面積も激減し, その生育

がほとんどみられなくなった湖もいくつか知られ

ている.

0)浮漂植物

根が水底に達せず, 全体が水面に浮き漂って生

活している槓物の一群を浮漂植物という. ウキク

サ類,サンショウモなどは小型の浮漂植物であり,

西日本の各地の湖や用水路に大繁殖して問題にな

るホテイアオイや, 同地方の各地で最近見られる

ようになったボタンウキクサもこの仲間に入る

(図8).

浮漂植物は成長のために必要な栄養塩をすべて

水中からとるため, ホテイアオイのような大型で

成長の速い植物は, 水中から効率的に窒素やりん

を吸収・除去する. このはたらきを利用した生活

排水などの処理について, 多くの基礎試験が行わ

れている.

3. 沿岸帯植物群落の生態的機能

前項で述べた沿岸帯にみられる多様な生活形の

植物群落の生態的なはたらきや, それに関連した

人間の生活との関係などをまとめると, 表1 のよ

うになる. ただし, このようなさまざまなはたら

きは, 植物の種類, 群落の規模, 植物群落が発達

図8. 浮標植物, ホテイアオイとウキクサの群落.

Fig. 8. Community  of  free-floating plants, Eichhornia

crassipes and Spirodela polyrhiza.



表1. 沿岸帯植物のさまざまなはたらき.

Table  1. Versatile  functions  of the waterside  vegetations.

する沿岸帯の面積と沖帯の面積の比, 季節, 等々

によってかなり異なるものである. したがって表

1 は, そのあらましをまとめたものに過ぎない.

表1 をみると, 湖の自然環境保全に関連してと

り上げられるほとんどの問題が, 沿岸帯の植物群

落のはたらきに関係をもっていることがわかる.

したがって, 沿岸帯の植生とその生育環境である

湿地や浅水帯の保全は, 水質の保全と並ぶ水域環

境保全の重要な課題である.

4. 魚類と沿岸帯の植生

中国江蘇省の湖沼地帯の漁民のあいたに「草多

ければ魚多し」という諺があるというが( 中国科

学院南京地理研究所, 1982),沿岸帯の植物群落は,

魚類, えび類, 貝類など水産生物増殖の母体であ

る.

琵琶湖では表2 のように,25 種をこえる魚が生

活史の一時期または全期間をとおして, その生活

をヨシその他の水生植物帯で過ごしており(鈴木,

1986), 沿岸帯に依存する魚介類は, 重量におい

てこの湖の漁獲高の75%, 金額において50% 近く

を占めている.

近年, 水質汚濁( 特に富栄養化による透明度の

低下), 護岸工事や沿岸帯のしゅんせつ, または

行き過ぎたソウギョの放流( 桜井, 1985 b) など

によって, 抽水植物やそのほかの水生植物群落が

なくなり, 魚やエビ類の漁獲量が低下した湖がい

くつも知られている.

5. 野鳥と沿岸帯の植生

大型の抽水植物群落の水際部では, カイッブリ

やオオバンなどが営巣し, また冬期にわが国に飛

表2. 琵琶湖の沿岸帯植物群落に依存する動物群落( 鈴木,

1986).

Table 2. Animal community depending on  the littoral

vegetation in Lake Biwa (Suzuki, 1986) .



図9. ヨシ群落にかけられたオオヨシキリの巣.

Fig. 9. Nest  of  great  reed  warbler, Acrocephalus

arundinaceus. built in reed community.

来するガン・カモ類は, 湖岸にヨシやヤナギ類の

群落がある地先の水面に集まる傾向の強いこと

が,琵琶湖における調査で明らかにされている(須

川, 1991). また, 水辺のやや規模の大きなヨシ

原では, カルガモ, バン, ヒクイナ, ヨシゴイな

どの水鳥が繁殖し, さらに陸部に広がる広いヨシ

原は, オオヨシキリ, セッカなどの営巣地となり,

またムクドリや渡りの前のツバメの集団ねぐらと

しても利用される( 図9).

これらの鳥類が水辺の植物群落を利用し, そこ

に生活するには, 一定以上の面積がなくてはなら

ない. オオヨシキリの繁殖のために必要な面積を

考えてみよう.

淀川水系での調査( 山岸,1991) によれば, 幅

30m または400m 以上のヨシ原では, 1.25ha 当た

りそれぞれ4 または10個のオオヨシキリの巣が発

見されたが, 幅5m 足らずのヨシ原には巣が発

見されなかった. また千曲川のヨシ原でオオヨシ

キリがっくる“なわばり"の面積は,最小で447m2,

最大で2,056m2, 平均856 m2と報告されている( 羽

田・寺西,1968). このようななわばりが,20~30

個成立するようなまとまったヨシ原 こ れはヨシ

だけでなくオギやススキのほか低木~亜高木のヤ

ナギなどが混生した群落をさしている) がないと

オオヨシキリにとっては良好な生息環境とはいえ

ない.

以上のような水辺の植物群落が, 質・量の両面

で劣化すると, 生息する鳥類は急激に減少する.

諏訪湖にその好例がみられる. 近年, 諏訪湖では

図10. 諏訪湖における沿岸帯の浚渫と埋め立てによる植物群落の消失.

Fig. 10. Extinction of littoral vegetation caused  by  dredging and  reclamation in Lake  Suwa,

Nagano  Pref.



表3. 諏 訪湖における沿岸帯の浚渫と埋め立てによる鳥類

相の変化.

Table  3. Decrease  in diversity of avian fauna  after the

extinction of littoral vegetation caused  by  dredging  and

reclamation in Lake Suwa.

注; 渋のエゴ調査委員会(1973)および日本野鳥の会諏訪支部(1985)の

報告から作成した。

汚濁防止対策の一環として沿岸浅水域の浚渫と埋

め立て, および面積約7 ha の入り江( 渋のエゴ)

の埋め立てがおこなわれ, 図10に示すように ヨ

シ, マコモ, ミクリを主とする湖岸の植物群落が

消失した. その結果, この湖に生息する水鳥の種

類は, 表3 のように72種から34種に減少した.

6. トンボと沿岸帯の植生

トンボ類の多くの種の生息にとって, 産卵, 幼

虫の餌になる小動物の生息, 羽化の際のよりどこ

ろ, 成虫の採餌・かくれ場などの面で, 水辺の植

生は不可欠である.静岡県磐田市の桶ケ谷沼には,

わが国にすむ200余種のトンボのうち実に64種が

生息しているが, この池沼には, 図11のように,

開水面をとりまいて多様な生活形から成る水生植

物群落や水辺林が, トンボ類の生息環境としては

理想に近い状態に存在している.

筆者の研究室でも, 上田市とつくば市の溜池に

すむトンボの種数と池岸帯植生の関係について調

査し, 図12のような結果をえている.

7. チョウ類の生息と沿岸帯の植生

湖岸や河岸に生育する植物のなかには, チョウ

類の食草となるものが少なくない. 人里にみられ

るチョウ類の種のかなりの部分が, このような場

所の自然植生に依存しているといわれている. 長

野市の犀川の水辺林では,1 年に3 回の発生かあ

図11. 64 種のトンボが生息する静岡県磐田市の桶ケ谷沼.

Fig. 11. Okegaya-Numa  Marsh  in Iwata City, Shizuoka Pref.

64  species of dragonflies live in this marsh.

図12. 溜池の池岸植生と生息するトンボの種数( 上 田市と

つくば市における調査結果).

Fig. 12. Relationships between  the  type  of  pond-shore

vegetation and  the number  of inhabiting dragonfly species

(from  the results of surveys in Ueda  and Tsukuba)  .



表4. 河岸帯にみられるチョウの食草( 浜栄一, 私信).

Table 4. Food  plants of lepidopteran larvae found in riparian zone (E. Hama, pers. comm.)

る, 雌がなわばり行動を示す, 集団ねぐらをもつ,

など, きわめて特異な生態を示すコムラサキの生

息が報告されている(長田・浜,1992). また浜(私

信) は水辺に生息するチョウと食草の関係を表4

のようにまとめており, 清(1988) は, 河原にみ

られる植物群落の遷移の各々の段階におけるチョ

ウと食草の関係を図13のように示している. これ

らの資料は, チョウ類の生息環境としての湖岸・

河岸帯植生の保全を考える場合に役立つ.

8. 水質の浄化と沿岸帯の植生

図14に示したように, 沿岸帯や流入河川の河岸

帯のすべての植物群落が, それなりに水質の浄化

に寄与しているが, 湖面積全体に対して沿岸帯の

占める面積が少ない湖では, その効果はあまり期

待できない( 渡辺・桜井, 1984). だからといっ

てそのような湖では, 沿岸帯の植生が不要なので

はなく, むしろその多様な生態学的およびすぐれ

た湖岸景観形成のはたらきに注目しなくてはなら

ない.

沿岸帯の植生による水質浄化機能とその貢献の

程度を評価するめやすとして, 自然群落だけでな

く, 水質浄化のために造成された群落についても

図13. 河原における植物群落( 上段) とチョウ類群集( 下

段) の遷移( 清, 1988による).

Fig. 13. Succession of riverbank vegetation accompanied by

the succession of butterfly community  (after Sei, 1988)



図14. 沿岸帯および河岸帯の植生による水質の浄化.

Fig. 14.  Water  purification by  littoral and  riparian vegetations.

測定された単位面積当たりのBOD の除去速度の

実測値をまとめて図15に, また水生植物植物の窒

素とりんの含有量および自然群落の純生産速度か

ら計算したこれらの栄養塩類の吸収速度の期待値

を, 図16に示した( 桜井, 1988 より作成した).

9. 水辺の景観と植生

湖岸・河岸帯の植生は, 野生生物の生息環境と

してだけでなく, 人の心をひきつけある種の安心

感を与える景観の構成要素として も重要な役割を

になっている. このような問題について筆者は,

全国の2550 人の人々を対象に, さまざまな景観を

もつ湖岸の30 の写真を用いて,“好 ましい" から“好

ましくない" までの5 段階の評価をしてもらう方

式 の ア ン ケ ー ト 調 査 を お こ な っ た( 桜 井,

1987,1991b). その結果 を要約して, 各々の景観

に含まれる景観構成要素( 表5) と評価結果の関

係を示せば, 図17 のようになる.

図15. 大型抽水植物, オランダガラシ

およびホテイアオイによる生活排水の

浄化。

Fig. 15. Purification of  municipal

sewage  by  the vegetations of emerged

macrophytes, watercress  and  water

hyacinth.



図16. 水生植物群落による窒素およびりんの除去速度の推

定値( 植物の窒素・りん含有量と植物群落の純生産速度か

ら計算した).

Fig. 16. Expected removal rate of nitrogen and phosphorus

from water by aquatic macrophyte  communities.

図のように, 人々が好 ましいと評価する湖岸景

観は, これまで述べたような野生生物の生息環境

をより多 く含む可能性を もっているこ とが わか

る. またこのアンケート調査では, 同時に,「水辺」

という言葉からの連想につい て13 の選択肢を示

し, 複数選択をしてもらったが, その集計の結果

は図18 のとおりで, 人間の休息空間としての水辺

の見方 についで, 動植物の生育・生息環境として

の認識の高いことがわかる.

このような筆者がおこなった方式の水辺景観に

関するアンケート調査は, その後滋賀県(1989)

および東京都(1992) によってもおこなわれてお

り, 上記 とほぼ同じ傾向の結果がえられている.

以 上 の よう な成果 は, “景観 生 態学"(land-

scape ecology) や水辺の自然環境保全 に対して,

重要な示唆を与える ものである.

表5. アンケート調査に使用した30の湖岸景観に含まれる

景観構成要素の分類.

Table 5. Classified physiognomical components in  30

lakeshore landscapes (photographs) used  for opinion

survey.

図17. アンケート調査による湖岸景観の評価(A~F) と

景観構成要素との関係, 図申の口の数字は表5 の数字に対

応する.

Fig. 17. Relationship between  the results of evaluation of

desirability from  opinion survey  and  the physiognomical

components  of  lakeshore  landscapes. Figures  in  boxes

indicate the physiognomical components  of the same  figure

shown  in Table 5.



図18.「水辺」という言葉からの連想. 2,550 人による任意複数選択の集計結果.

Fig. 18. Ideas associated with the word  "Waterside". The  result obtained from opinion survey

by means  of free plural choice.

10. 近年のわが国における沿岸帯植生の劣化

近年わが国においては, 各地の湖沼や河川で沿

岸帯植生の減少と劣化がかなりの速度で進行して

いる. その原因としては, 次のようなことが考え

られる. すなわち,

① 堤防の建設, 埋め立て等の土木工事による

沿岸浅水帯の消滅および改変,

(2) 湖水の富栄養化によるアオコなど植物プラ

ンクトンの大発生, および沿岸帯における糸

状藻類( アオミドロ, クラドホラなど) の大

発生,

(3) 洪水時に流人した材木, 竹竿や古タイヤな

どが波浪により群落上をころげまわることに

よる破壊,

(4) 植物群落の地先の湖底の浚渫による湖岸浅

水帯の侵食の促進,

㈲ 堤防の外法の脚部に連続して打ち込まれる

鋼矢板による堤内地( 陸部) から堤外( 湖盆)

への地下水の流通の遮断がひきおこす群落立

地の土壌の嫌気化の促進.

霞ヶ浦や琵琶湖のような大湖やその他のわが国

の湖において, 残存しているヨシ群落の先端( 沖

側) 部分が島状あるいは株状に孤立し, やがて根

元の上が侵食されて株が倒壊し, 群落が次第に破

壊され,湖岸に向かって後退していく現象(図19)

が, 最近各地で観察されている. その原因は, 上

記のようなさまざまな要因の複合によるものと考

えられる( 桜井ほか, 1992).

11 . 沿岸帯自然環境の保全

わが国ではこれまで, 湖岸帯の自然環境の保全

をないがしろにしてきた. 現在は, その保全の理

論的な根拠をさらにくわしく解明するとともに,

一方ではどうしても必要な治水・利水対策と沿岸

帯自然環境の保全を両立させるための技術と制度

を確立することが, 重要な課題となっている. そ

図19. 霞ヶ浦における水中のヨシ群落の株化・崩壊現象

(1991).

Fig. 19. Destruction and retreat of emerged reed community

in Lake Kasumigaura, Ibaragi Pref. (1991) .



図20. 湖岸における“引き提" を示す概

念図.

Fig. 20. Backward  displacement of levee

on the lakeshore.

の場合特に考慮しなくてはならないことは, 必要

な植物群落の質(群落構成種や生活形) と構造(群

落の密度・高さの多榛哇, 階層構造など), なら

びに規模( 群落面積) であり, 沿岸帯の改変に伴

う保全対策や生息環境の造成との関連では, 群落

面積の確保がまず第一に考慮されなければならな

い.

野生生物の永続的な生存を支える環境の質と量

に関する情報は, 自然度の高い湖の沿岸帯でおこ

なわれる生態学的な調査によってえられるもので

あるが, 沿岸帯にすむたくさんの生物の種類につ

いて, そのような情報の蓄積と, 保全対策の実際

に役立つような整理は, わが国ではまだ十分とは

いえない現状である.

表1 について述べたように, 湖の沿岸帯の幅広

い生態的なはたらきをになっているのは, 多様な

生活形からなる植物群落である. したがって湖の

沿岸帯の自然環境を保全するためにまず大切なこ

とは, 現在あるこのような植物群落とその立地条

件を保護することにある. 現存する植物群落は,

その場所の立地の環境諸条件にしたがって自然に

成立し, その場所の生態系の構成部分として動物

群集を育んできたものであるから, まずその保存

を考えるのが, その場所の自然環境保全対策の

もっとも近道である.

しかし一方, 治水などの必要上, 沿岸帯の自然

環境に手を加えねばならない場合も当然起こりう

ることである. その場合, 自然環境の保全と必要

な改変を両立させるために, もっとも基本的であ

り, まず考えねばならない対応策は,「引き堤」

であろう. 図20は湖岸における引き堤を概念的に

示したものであり, 図21は霞ヶ浦の湖岸の一部に

おけるその実例である.

引き堤によって生息環境を保存する場合にも,

また生息環境を新たに創造する場合にも, 上述の

ように, その質だけでなく量( 面積) についての

配慮が大切である.すでに述べた諏訪湖の例では,

入り江を埋め立てた湖岸に幅5m のヨシ群落を長

さ200m にわたって造成したが, これは野鳥や魚

図21. 霞ヶ浦の湖岸にみられる“引き堤".

Fig. 21. Backward displacement of  levee in  lake
Kasunigaura.



図22. 吹 き寄せられたアオコに覆われた沈水植物と浮葉植

物の群落( 霞ヶ浦, 1975).

Fig. 22. Submerged  and  floating-leaved communities

covered by  drifted mat  of  blooming phytoplankton,

Microcystis sp., in Lake Kasumigaura 1975.

図23. 沿岸帯の土壌の賺気化により根系が浅くなり, 台風

で倒れたヤナギ( 霞ヶ浦, 1991).

Fig. 23. Falling  down  of  a  willow  tree  caused  by

progressing anoxious condition of littoral soil and  strong

wind, in Lake Kasumigaura, 1991.

類の生息環境としてはほとんど役立っていない.

野鳥の生息環境としての独立したヨシ原は, まわ

りの状況にもよるが, 最小限, 幅10~20m, 長さ

数百m は必要であろう.

また水中の植物群落は, 魚類やエビ類などの産

卵や稚魚の生息場所としても重要な場所である

が, そのために必要な植生の面積についてはあま

り情報がない. しかし, さまざまな水域の状況を

総合して, 水中の抽水植物, および浮葉・沈水植

物の3 つの生活形の群落をあわせて, 湖岸線に直

角の方向に少なくとも10m 以上の幅をもって, か

なりの範囲にわたって分布する必要があると考え

られる.

なお, 生息環境の保存, 造成を計画する場合に

は, その場所に現在生息しているか, またはかっ

て生息していてその復活を望む野生動物のそれぞ

れの種について,餌,営巣・繁殖の場所, ねぐら・

かくれ場, 等々, かれらの永続的な生存を保証す

る諸条件を保全あるいは復元してやる必要がある

が, 全体計画としては, 群集の中で食物連鎖のよ

り上位に位置し, かつより広い行動圈をもつ動物

の生息を目標にすることが望ましい. それが実現

されるためには, それより下位に位置する動物の

生息が保証されていなければならないからであ

る.

富栄養化した湖にみられるアオコのような植物

プランクトンも, 風で吹き寄せられて水面に泥状

のマットを形成するほどに大発生すると, 沈水植

物だけでなく時には入り江の浮葉植物群落にも大

打撃を与えることがある( 図22). 霞ヶ浦では

1970年代の後半に, 富栄養化の進行につれて沈水

植物群落はほとんど壊滅したし, また湾部に吹き

寄せられたアオコの軟泥におおわれて, 数十ha

のオニビシの大群落が一斉に枯死したこともあ

る.

また早春から夏にかけて沿岸帯に発生する糸状

緑藻のマットは, ヨシ, マコモなどの若芽を分厚

く覆ってその成長を阻害し, 時には枯死させるこ

とがある. したがって, 湖水の過度の富栄養化の

防止も, 沿岸帯の自然環境保全のための重要な対

策の一つである.

ヤナギの多くの種類は, 水辺の軟木帯の主役で

あり, あたかも水湿地を好むように考えられてい

るが, その根は, 水生植物であるヨシや, マング

ローブを構成する水生木本植物であるヒルギ類な

どとちかって通気組織をもたず, 嫌気化した土壌

中には侵入することができない. したがって湖水

の富栄養化や上記の(5) のような理由で土壌の嫌

気化か進んだ湖岸に生えているヤナギは, 根張り

が浅く, 強い風で簡単に倒れてしまう( 図23).

以上のように, 沿岸帯の生息環境の主役である植

物群落を保護するためには,植物群落そのものや,



生育地に対する直接の対策だけでなく, 群落の存

立 を間接的に脅かすさまざまな要因についても配

慮する必要がある.

12. 沿岸帯植生の復元

最近わが国においても, 湖の堤外地や人工の水

辺に, 自然の沿岸帯にみられるような植生を復元

または創出しようという事業がおこなわれるよう

になった. この場合, 造成計画をたてるに当たっ

て大切なことは, 前項で述べたような野生生物の

生息環境 の質と面積を考慮することは当然 とし

て, まず生育地の安定した地形 と生育に適した土

壌環境を整えることである.

人工的に造成した10 アールにも満たないような

小さな池は別にして, 地先の水面の凰の吹送距離

が何km もあるような湖の堤外地は, もともとそ

の場所に存在していた沿岸帯の遠浅地形が消滅し

た場所であるから, それなりの条件を付与してや

らないと, 浅瀬をつくるためにいくら土を供給し

てやっても, 波や湖流によって運び去られて徒労

に終わることになる.適当な材料と工法によって,

防波堤や離岸堤あるいは土留めを設け, まず安定

した植栽地を造成し, それを確認した上で, 密生

した植生が発達するまでの間, 立地の土の侵食・

流亡 を防ぐための処置を施して植栽する. 植栽に

当たっては, その植物に適した時期と方法の選択

が重要である. 大型抽水植物その他の植栽につい

ては, 筆者の解説( 桜井, 1989,1991a) がある.

また造成後の植生 については,10 に述べたような

物理的な群落破壊要因に対する防御策も考慮して

おかなくてはならない.
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